Space to share the life : Shibuya Share house by 齋藤 悠
生活共有空間 : 渋谷シェアハウス
著者 齋藤 悠
出版者 法政大学大学院デザイン工学研究科
雑誌名 法政大学大学院紀要. デザイン工学研究科編
巻 1
発行年 2012-03
URL http://hdl.handle.net/10114/8381
法政大学大学院デザイン工学研究科紀要 Vol.1(2012年 3月）                    法政大学 
 
生活共有空間 
―渋谷シェアハウスー 
 
Space to share the life  
-Shibuya Share house- 
 
齋藤 悠 
Yu SAITO 
指導教員 富永譲教授 
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
In recent years, the family structure has changed dramatically; the increase in single-person households is 
remarkable. Life of a single person got out of the residence of the so-called nLDK type was made on the 
assumption that the family now live in, many are placed in the room of the apartment for a single person such 
as a studio apartment, private room in a narrow line to complete mineral that make up the life and say that the 
"image of a single person cannot see. However, in urban housing for the band alone, or it will not be need to 
be proposed as a resident of one style of livelihood for a single person to diversify, foster a connection with 
others and society. This study in order to reconsider the life of a single person go in isolation as "individuals", 
each single person may share a life with others and society on the understanding the supply and demand for 
housing a single person and the social background there analysis of "the ideal life shared space" variety, we 
propose to incorporate a single person living in the future how to share new life. 
This study, we explore the possibility of space to share the life and the way of housing a single person in the 
future, in a private room one is intended to make housing a single person take the place of life is not complete, 
the studio apartment common . 
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１． はじめに 
近年、家族形態は大きく変化し、単身世帯の増加が著
しい。家族で住まう事を前提に作られたいわゆる nLDK 型
の住居を抜け出した単身者の生活は今、多くがワンルー
ムマンションなど単身者向けアパートの一室に置かれ、
無機質に並ぶ 狭い個室の中で完結した生活が「見えない
単身者像」を作り上げていると言える。 
しかし、都市における単身帯のための住宅は、多様化
する単身者の生活を支え、他者や社会とのつながりを育
む一つの居住スタイルとして提案される必要があるので
はないだろうか。 
そこで本研究は｢個｣として孤立していく単身者の暮ら
しを再考するため、社会的背景と単身者住居の需要と供
給を把握した上で単身者同士が社会や他人と生活を共有
しうる多様な『生活共有空間』の在り方を分析し、新し
い生活共有の仕方をこれからの単身者居住に取り込む提
案を行う。これからの単身者住居の在り方と生活共有空
間の可能性を探り、１つの個室では完結しない、一般的
なワンルームマンションに代わる単身者の集合住宅を作
ることを目的としている。 
 
２． 解体された家族  
かつて、住まうと言う事は家族と暮らすと言う事であ
った。祖父母がいて親がいて、兄弟姉妹がいる。様々な
世代が一緒に住まうことでそこに１つの小さな社会が生
まれる。人とのコミュニケーションや、共に暮らす事の
大切さを学ぶ。一人一人が社会に必要な人間であり、自
分が何か役割を果たす事。この小さな社会での教育から
コミュニケーションが豊かになり、生活を豊かにしてい
たのではないだろうか。しかしこの大家族は解体へと向
かい、社会は合理性や機能性を重視し、解体された小さ
な家族はプライベート性が高く、設備の整った住宅へと
移って行った。これがいわゆる nLDK 型住居の発明である
と言える。プライベート性は高まったが、大家族の時に
あったようなコミュニケーションがあって多くの人と支
え合いながら子育てや介護生活ができない分、生活する
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上でのリスクが高まった。またこの頃から郊外に公団住
宅ができ始め、多くの住宅が集合して暮らす様な集合住
宅が多く立ち並び、郊外の緑の多い場所で暮らす事が魅
力的な生活ととられベッドタウンと呼ばれるエリアがで
き始める。さらに現代ではこの小さくなった家族の中か
ら息子、娘が成人し nLDK 型の住宅からはなれて『単身者
世帯』として本当の意味での個として確立される様にな
り始めた。この『個』という居住単位は身軽さを得て、
さらにプライベート性は高まり、他人と接する機会は住
宅の中ではなく外部の街の中や仕事場の中だけとなって
しまった。個という居住単位やプライベート性を重視す
るという概念が確立され、人と人とのつながりが希薄に
なって来ている今、社会そのものをひとつの大きな家族
として新しいコミュニティーを形成する必要があるので
はないだろうか。 
 
Fig.1 解体されてく家族の図式化 
 
（１） 現代の単身者住居 
単身者の増加、単身者のライフスタイルの変容や多様
化に伴い、世間でも単身者住居に注目が集まり、空間の
自由度の高いデザイナーズマンションや人との関わり強
いコレクティブハウスやシェア住宅など、多くの単身者
住居が提案されるようになった。 
 単身者住居の系譜を追っていくと居住者自らが己の
住まい方を模索する、居住者へ委ねられた住まいの提案
を近年の傾向として抽出することができる、単身者は今、
自分のライフスタイルに合わせてその時どきで選び取っ
ていくバリエーションを内包した単身者住居を必要とし
ているのではないだろうか。居住者の生活の中間領域と
なる生活共有空間は、バリエーションを持った構成によ
って、単身者に必要とされる多様な人とのつながりを作
る可能性を持つと考える。 
 
３． 生活共有空間 
（１） シェアハウス 
そこでシェアハウスという住まい方を提案する。現代
の単身者の住宅ではキッチン、バス、トイレなど１つの
住居で生活が完結し、閉ざされてしまう。そこで、キッ
チンやバス、ランドリーなどの機能を住居者同士で共有
し生活を完結させる住まい方のできる中間領域となる生
活共有空間を用いることで１つの個室に完結しない住ま
い方ができる。 
様々な集合住宅で個室への接続部となる共有部の豊か
さが求められてきた。集合住宅では住宅からすぐ街路へ
とでるのではなく、住宅から共有部を通り街路へとでる。 
 ここシェアハウスでは共有空間と生活共有空間をわけ
る事で居住者たちがそれぞれの居場所を作りだしバリエ
ーションを内包した生活共有空間を作り出すことができ
るのではないだろうか。 
 
Fig.2 シェアハウス図 
 
４． 設計対象地 
（１） 単身世帯者の動向 
 平成１７年に国勢調査が行われた結果、東京都内の
全体人口の実に４2.5％もの単身世帯者がいる事がわかっ
た。 
さらに、東京の中心部にある渋谷区、新宿区、豊島区の
３つの区を例に挙げる。ここは JR山手線が停車する主要
３駅が通る場所であり、多くの人が行き来するためか地
価が高い印象のあるエリアだが、それにも関わらず３つ
のエリア全ての５５％以上もの人が単身者世帯でありさ
らにそのうちの４０％が 20~30代の若い世代となってい
る事が分かった。 
 東京と全体では 42％だったが、都心部分ではより多い
55％もの単身者がいるという結果から都心部に生活を移
す単身者が増えている事が分かった。 
（２） 渋谷 神山町 
そこで今回の敷地は渋谷区神山町(Fig.3)に設定する。渋
谷駅から東急 BUNKAMURA を越え徒歩１５分の所に位
置し、代々木公園、原宿にも近い場所であるが、小さな
歩道が残っていたり、低層のアパートが残っていたりと、
渋谷駅周辺にくらべ地価が安く、単身者が多く住んでい
るエリアである。  
また駅から少し離れたこの神山町近隣では新しい文化
的なエリアができつつある。ここ１０年間でできた『ギ
ャラリー／映画館』『個人経営の飲食店』『服飾系のア
トリエ工房』などの施設が急増し、渋谷駅周辺とは違う
小さなコミュニティーができている。 
渋谷駅周辺に比べると比較的地価がやすく、渋谷の単
身者が多く住まうこのエリアでは、この様な文化的な施
設が多くみられる様になり、この地に根付こうとしてい
るのである。 
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Fig.3計画敷地 
  
５． 設計手法 
１つの室で完結していたワンルームマンションでは室
内で全ての行為を住ませる事ができる。今回の設計では
トイレ、シャワー、などの空間を残し、キッチンや寛ぐ
リビング空間等の機能を他者と共有する事で１つの室で
は生活が完結しない生活共有空間を作り出す。現在ある
シェアハウスでは階層を分けて生活共有空間があるが、
今回は建物の中心部に立体的に配置する事で各階に生活
共有空間を配置し、階が違う住人同士の動線が重り、多
様化する単身者達が自分で場所を選んで生活できる様な
空間を提案する。(Fig.4 右図) 
 
Fig.4 設計手法 
 
６． 設計概要 
（１） オープンコモン 
GL 部分にはこれから増加すると思われる小さな工房
や商店となる機能を配置しその間に中庭を配置する。 
中庭では上層に住まう居住者のためのキッチンダイニン
グを配置し中庭に開かれるように作ることで生活共有空
間と飲食店が中庭を介してつながる様に意図した。 
住人が中庭で食事をしたり、カフェで食事を楽しむ人が
いたりと、様々な利用者に対して開かれた中間領域とし
てのオープンコモンを作り出す。 
（２） 生活共有空間 
その開かれた中庭から上層に立体的に上がるように生
活共有空間を配置し、その生活共有空間に平行する様に
それぞれの居室を配置することで住人達の動線が共有空
間の中で重なり合う。 
 
Fig.5 生活共有空間の断面図 
 
 中心におかれた生活共有空間から中庭の緑や空を見な
がら居住者同士がその時々でそれぞれの居場所を探し生
活できる、バリエーションをもった空間の中で暮らすこ
とができる。(Fig.6 Fig.7) 
 
Fig.6中庭に囲われた空間で料理をする。 
 
Fig.7空が見える図書空間。 
 
（３） 境界を領域化する棚とカーテン 
 個室空間と共有空間の境界を壁ではなく棚という面で
領域化し、そこに住人の持つさまざまな所有物を収納す
る。視線を排除するカーテンは窓際ではなく、棚の室内
側に設置することで、ものを使う時にカーテンを引くと
いう行為が伴う。すると、年柄年中閉ざされた壁として
ではなく、個室空間と共有空間の境界は曖昧となり共有
部を彩る事となる。 
また、その所有物を表出することは、それぞれのパーソ
Hosei University Repository
ナリティーの表出となり、自己表現となり住人同士のコ
ミュニケーションを図るきっかけとなりうるのではない
だろうか。 
 
７． 結論 
１つの小さな社会として機能していた家族という形が
解体され、最小単位となる個として暮らすようになりプ
ライベート性を重視し閉ざされた個室へと押し込まれて
いった。住人同士がコミュニケーションをとることは一
切なく暮らしているのが現状であった。 
しかし、生活の一部を共有して暮らすことで、その閉
ざされた個室から生活領域を広げて生活することができ、
巨大家族のような１つの社会をここにつくりあげようと
した。 
 都心回帰する単身者に向けて生活を共有するシェアハ
ウスを提案することで、そこに住まう様々な世代や職種
の人が集まり、生活はもちろん情報や知識を持ち寄り共
有し、それぞれの生活スタイルの幅も広げることが可能
になるのではないだろうか。 
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